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今回発表の
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サービスの

紹介

社会福祉法人東京玉葉会が昭和５５年に設立した、八王子にある定員３０名の通所

介護施設です。

自然に恵まれた広大な敷地には、特養・居宅・包括・訪問介護のほか、保育園、内

部障害者更生施設を有し、相互交流および連携を図っています。

《研究前の状況と課題》

 当センターでは、一日、３０人の定員に対

し、５名程の男性利用者がいるが、女性利用

者が多い中、男性が好む活動というのがなか

なか行えていない現状があった。

男性利用者の中には、センターを休みがち

な方もいたため、少しでも興味を持ち楽しめ

る活動を行うことが、センターとしての課題

であった。

ただし、当センターは 1フロアーしかなく、
食事や活動を同じ部屋で行っているため、部

屋を分けて活動を行うことは困難な状況に

あった。

《研究の目標と期待する成果》

利用者の希望を叶え、少しでも興味のある

活動を行うことで生き生きと楽しめる時間

を持てれば、センターを休むみがちな男性の

参加を増やせるのではないか、また、男性利

用者同士の交流にもなり、良い効果があるの

ではないかと考えた。

利用者の希望する活動を実現する取り組み主題

マージャン導入にむけた取り組み副題

通所介護・青陽園デイケアセンター事業所１２ヶ月

様式２ 
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《取り組みの結果と評価》

改めてマージャンに参加する利用者を募ったと

ころ、男性 6名、女性 4名の希望者があった。
職員としては、女性にも希望者がいるということ

が驚きでもあったが、開始してみると、普段食事

の席が離れていて話す接点がなかった方どうし

が、1 つのテーブルを囲み、仲良く楽しげにマー
ジャンを行う姿が見られるようになった。

また順番や点数表の付け方については、利用者間

で話し合いを行ってもらうことでトラブルなく

行えている。 また、利用者どうしでの支えあい

とった場面も見られるようになった。

片麻痺があり、パイを積めない利用者もいる

が、利用者同士で助け合いながら行っている。

今までは、お休みが多かった男性利用者も、お休

みをすることが減り、また、午後には受診がある

が午前のマージャンだけでも参加したいと、デイ

に通ってきてくれるようになった。

《まとめ》

活動が軌道に乗るまでには様々な課題があった

が、取り入れたことにより、良い効果が出ている。

今後の対応としては、興味はあるがマージャンの

ルール・やり方がわからないという利用者もいる

為、わかりやすいカードゲームにして取り組める

ようしていこうと考えている。

また、マージャンを行うには参加人数が足りない

といった日もある為、ボランティア等の導入も

検討していきたい。

《具体的な取り組みの内容》

 ある男性利用者よりマージャンを行いたいと

の申し出があり、その希望を叶えられるか、全体

で行っていた午前中の活動（フロア飾り等）につ

いて職員で見直しを行った。フロアー飾り、みつ

あみ、将棋、マージャン、塗り絵、漢字・計算ド

リル等いくつかの活動を用意し、利用者の方に選

択してもらう選択活動というものを一年かけて

定着させた。

ただし、マージャンを行うには、音の問題、他

の利用者への配慮等、いくつか課題があった。

マージャンのパイを交ぜるときの音の問題は、部

屋を分けることができない為、入浴がない午後の

時間帯に脱衣所にて行った。音の問題は解決でき

たが、部屋が分かれることにより、職員の目配り

が行き届かないとの問題がでてきた。

そこで、午前中の選択活動にマージャンをとり入

れることを全利用者に説明し、よく話しあった

上、約束事を決め、行うこととなった。約束事の

内容とは、外部ボランティアの演芸慰問があると

きや静かな活動（書道等）があるときには行わな

い、賭け事はしない、フロアーの奥のスペースで

行うこと等とした。その結果として、他の利用者

から音がうるさい、気になる等の苦情等はでてい

ない。マージャンについては、賭け事はしないと

の約束のもとで行ってはいたが、ただ行うだけで

は物足りないとの意見があったため、点数表を作

成し、順位や点数を記入し、より楽しめるものと

した。

《提案と発信》

【メモ欄】追加資料 有 無

（重要）現在の福祉業界は、現場からの発信力が試されています。貴事業所

の取り組みを、広く他の事業所にも紹介し、福祉業界全体のレベルアップに

繋げることができたら、大変意味のある発表になります。研究を通して、福

祉業界への提案、他の事業所への呼びかけ等、貴事業所からの情報発信をご

記入下さい。


